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仙
台
正
教
会 

教
会
だ
よ
り 

▲ ロシア正教会総主教聖下より 
  送られた首座主教の承認書 

臨
時
公
会 

 

9
月
28
日
㈭
に
、
日
本

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
全
国

公
会
の
臨
時
公
会
が
開
催

さ
れ
た
。
仙
台
よ
り
ダ

ヴ
ィ
ド
水
口
神
父
の
他
、

代
議
員
と
し
て
ニ
コ
ラ
イ

山
田
兄
、
イ
リ
ヤ
木
村
兄

が
出
席
。
全
員
一
致
で
セ

ラ
フ
ィ
ム
辻
永
昇
大
主
教

座
下
を
全
日
本
の
首
座
主

教
に
選
立
し
た
。
即
日
、

ロ
シ
ア
正
教
会
の
総
主
教

聖
下
よ
り
承
認
書
が
送
付

さ
れ
た
。
そ
の
日
よ
り
、

セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
は
「
東

京
の
大
主
教
お
よ
び
全
日

本
の
府
主
教
」
と
し
て
記

憶
さ
れ
た
。 

▲ 9月28日（木）に開かれた臨時公会後の集合写真 

セラフィム府主教座下首座主教に着座 
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セラフィム座下首座主教着座式および祝賀会 

首
座
主
教
着
座
式 

 

10
月
22
日
㈰
に
、
東
京
の
大
主
教
お
よ
び
全
日
本
の
府

主
教
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
の
着
座
式
が
ニ
コ
ラ
イ
堂
に
お
い
て

行
わ
れ
た
。
全
国
の
神
品
が
集
ま
り
、
聖
体
礼
儀
が
執
り
行

わ
れ
、
ロ
シ
ア
正
教
会
渉
外
局
長
ア
ン
ト
ニ
イ
府
主
教
座
下

に
よ
っ
て
首
座
着
座
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。 

 

小
聖
入
の
途
中
に
お
い
て
、
総
主
教
聖
下
の
承
認
書
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
「
聖
な
る
神
」
が
歌
わ
れ
た
直
後
に
、
ア
ン

ト
ニ
イ
府
主
教
よ
り
パ
ナ
ギ
ア
な
ど
が
贈
ら
れ
、
高
ら
か
に

「
ア
ク
シ
オ
ス
（
適
任
で
あ
る
と
い
う
意
味
）
」
が
唱
和
さ

れ
た
。
聖
体
礼
儀
後
に
、
マ
ン
テ
ィ
ヤ
や
権
杖
な
ど
が
進
呈

さ
れ
、
再
び
「
ア
ク
シ
オ
ス
」
が
歌
わ
れ
た
。 

祝
賀
会 

 

聖
堂
で
記
念
写
真
を
撮
っ
た

後
、
如
水
会
館
へ
移
動
。
記
念
祝

賀
会
が
開
か
れ
た
。
会
場
の
大
き

さ
の
都
合
で
参
加
人
数
が
制
限
さ

れ
、
お
よ
そ
百
名
の
方
々
で
、
日

本
正
教
会
の
新
し
い
門
出
を
御
祝

い
し
た
。 

 

余
興
と
し
て
、
仙
台
教
会
の
ハ

リ
サ
土
田
姉
と
マ
ト
ロ
ナ
土
田
姉

の
親
子
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
会
を
盛
り
上
げ
た
。 

ヂ
ェ
ー
ズ
ル 
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信
徒
懇
親
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ
ェ
ラ
山
中
由
美  

 

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の

10
月
8
日
（
日
）
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
懇
親
会

が
、
盛
岡
正
教
会
の
担

当
で
岩
手
県
八
幡
平
市

の
「
八
幡
平
ハ
イ
ツ
」

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

一
泊
し
て
の
懇
親
会

は
、
２
０
１
９
年
仙
台

秋
保
温
泉
の
懇
親
会
以

降
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中

断
し
、
実
に
４
年
ぶ
り

の
開
催
で
あ
る
た
め
、

皆
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
ま
し
た
。
単
純
硫

黄
泉
の
八
幡
平
の
湯
に

つ
か
り
、
宴
会
場
で
は

集
合
写
真
撮
影
後
、
他
教
会
と
の
懇
親
を
深
め

る
た
め
の
く
じ
引
き
で
35
名
が
6
卓
に
分
か

れ
ま
し
た
。 

 

長
司
祭
マ
ル
コ
小
池
宗
務
局
長
と
管
轄
司
祭

の
ピ
ー
メ
ン
松
島
神
父
の
ご
挨
拶
、
乾
杯
の

後
、
会
食
が
始
ま
り
、
各
教
会
の
神
父
様
達
に

よ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ス
ピ
ー
チ

と
教
会
挨
拶
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
テ
ー
ブ
ル
対
抗
ク
イ
ズ
大
会

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
賞
品
と
し

て
岩
手
県
と
秋
田
県
大
館
の
名
産
品

な
ど
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
他
教
会

の
信
者
さ
ん
と
交
流
で
き
て
と
て
も

良
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。 

 

翌
朝
9
時
半
解
散
。
各
々
八
幡
平

山
頂
や
盛
岡
観
光
を
楽
し
み
な
が
ら

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
来
年
は
石
巻

正
教
会
の
担
当
と
な
る
そ
う
で
す
。 

 

仙台教会からは水口神父ご夫妻、熊谷ご夫妻、永元母娘、太田姉、山中姉が参加 
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東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
会
議 

 

10
月
19
日
㈭
、
東
日
本
主
教
教
区
の
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
委
員
会
が
、
一
関
正
教
会
に
お

い
て
開
か
れ
た
。
仙
台
か
ら
は
水
口
神
父
と

ウ
ェ
ラ
山
中
委
員
が
参
加
し
た
。
連
絡
事
項
を

確
認
し
た
の
ち
、
先
日
開
催
さ
れ
た
聖
歌
研
修

会
、
信
徒
懇
親
会
を
振
り
返
り
つ
つ
、
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
熱
心
に
話
し
合
っ
た
。
ま
た

開
催
予
定
の
誦
経
奉
仕
者
研
修
会
の
内
容
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
っ
た
。
し
ば
ら
く
休
止
し

て
い
た
宣
教
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
つ
い
て
も
、
一
関

管
轄
の
い
ず
れ
か

の
教
会
で
行
う
方

向
で
企
画
を
練
っ

て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。 

 

そ
の
他
、
教
区

報
や
播
か
れ
た

種
、
宣
教
献
金
の

お
願
い
、
教
区
出

版
物
な
ど
に
つ
い

て
も
討
議
が
行
わ

れ
た
。 

誦
経
奉
仕
者
研
修
会 

 

今
年
も
東
日
本
主
教
々
区
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と

し
て
「
誦
経
奉
仕
者
研
修
会
」
を
企
画
し
ま
し

た
。
左
記
日
程
に
よ
り
金
成
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
に
て
開
催
致
し
ま
す
。
今
回
は
、
前
回
の
研

修
会
を
踏
ま
え
て
、
実
践
中
心
で
行
わ
れ
ま

す
。
参
加
者
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
個
別
指
導

も
行
い
、
よ
り
具
体
的
な
、
よ
り
親
身
な
研
修

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

記 

日
時
：
11
月
３
日
（金
・祝
日
）  

13
時
～
15
時  

場
所
：
金
成
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

参
加
費
用
：無
料 

金
成
正
教
会
へ
の
ア
ク
セ
ス 

 
  

 

 

 

 

  
東北自動車道若柳金成ICから車で5分

宮城県栗原市金成上町西裏60-1  

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

白
河
正
教
会
だ
よ
り 

 

10
月
15
日
㈰
、
代
式
祈
祷
後
に
、
聖
歌
譜
の

修
正
作
業
と
教
会
正
門
両
脇
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
作
業
の
奉
仕
が
あ
り
ま
し
た
。
若
松
勝

美
兄
よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
に
必
要
な

ポ
ー
ル
、
金
具
等
を
献
品
頂
き
設
置
の
奉
仕
も

頂
き
ま
し
た
。
車
の
出
入
の
安
全
確
認
が
よ
り

確
実
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

若柳金成IC 

金成正教会 

 

10
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
に
、
水
口
神
父
が
白

河
正
教
会
を
巡
回
し
、
奉
神
礼
を
行
い
ま
し

た
。
聖
体
礼
儀
後
の
勉
強
会
で
は
、
明
治
、
大

正
時
代
の
先
人
モ
イ
セ
イ
浜
野
茂
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。 

 

な
お
、
11
月
3
日
㈮
か
ら
5
日
㈰
ま
で
、
文

化
財
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
聖
堂
が
一
般
公
開
さ
れ

ま
す
。 
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か 

十
字
を
畫
く
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
司
祭
ダ
ヴ
ィ
ド
水
口
優
明 

 

 

私
た
ち
は
祈
る
時
、
自
分
に
十
字
を
畫
く
（正
教

会
で
は
「
十
字
を
切
る
」
と
は
あ
ま
り
言
わ
な
い
）。

こ
の
動
作
は
、
す
で
に
２
世
紀
頃
に
は
行
わ
れ
て
い

た
。
聖
師
父
テ
ル
ト
リ
ア
ン
が
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。 

  

『
我
々
は
、
い
つ
も
、
歩
く
前
、
動
く
前
、
ま
た
出

入
り
す
る
時
、
服
を
着
る
時
、
靴
を
は
く
時
、
風

呂
に
入
る
時
、
食
卓
に
つ
く
時
、
ラ
ン
プ
に
火
を
灯

す
時
、
寝
床
で
も
、
椅
子
の
上
で
も
、
日
常
生
活
の

す
べ
て
の
行
動
に
お
い
て
、
額
に
そ
の
し
る
し
を
な

ぞ
る
。
』 

  

「
そ
の
し
る
し
」
と
は
十
字
架
を
さ
し
て
い
る
。
初

代
教
会
の
信
徒
は
、
額
に
、
恐
ら
く
右
手
の
親
指

を
使
っ
て
小
さ
く
十
字
を
畫
い
て
い
た
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
「額
」
は
、
旧
約
聖
書
の
昔
か
ら
、
何
か

を
印
す
部
位
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
人
の
人
格
や

心
を
象
徴
す
る
場
所
だ
っ
た
。
今
で
も
、
私
た
ち

は
、
祭
日
の
時
な
ど
に
、
祝
福
さ
れ
た
油
を
額
に

十
字
形
に
塗
っ
て
も
ら
う
。 

 

３
～
４
世
紀
頃
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
物
に
十

字
を
畫
い
て
い
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
キ
リ
ー
ル
が
次

の
よ
う
に
言
っ
て
る
。 

  

『大
胆
さ
を
も
っ
て
、
指
を
使
っ
て
、
我
々
の
し
る

し
・十
字
架
を
、
自
分
の
額
や
物
に
畫
き
な
さ
い
。

我
々
が
食
べ
る
パ
ン
の
上
に
、
飲
み
物
の
上
に
、
外

出
す
る
時
、
帰
宅
す
る
時
、
寝
る
前
に
、
横
た
わ

り
ま
た
起
き
あ
が
る
時
に
、
道
の
途
上
で
も
、
じ
っ

と
し
て
い
る
時
で
も
。
』 

  

上
半
身
全
体
に
十
字
を
畫
く
こ
と
が
始
ま
っ
た

の
は
、
お
そ
ら
く
５
～

６
世
紀
頃
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
時
代
の
指

は
、
二
本
指
を
立
て
た

形
だ
っ
た
。
こ
の
二
本

指
は
、
単
性
論
派
に
対
し
て
ハ
リ
ス
ト
ス
の
神
性
・人

性
と
い
う
二
つ
の
本
性
を
強
調
す
る
た
め
の
形
だ
っ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
形
は
も
っ
と
古
い
起
源
が
あ
り
、

カ
タ
コ
ン
ベ
の
壁
画
や
写
本
挿
絵
な
ど
に
は
二
本
指

を
出
し
て
人
物
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
相
手
に
言

葉
を
投
げ
か
け
る
と
い
う
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
お
そ
ら
く
8
世
紀
か
ら
12
世
紀
ぐ

ら
い
ま
で
に
、
上
半
身
に
十
字
を
畫
く
方
法
が
普

及
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ダ
マ
ス
コ
の
ペ
ト
ル
は
次

の
よ
う
に
教
え
て
い
る
。 

  

『聖
師
父
ら
は
、
聖
な
る
し
る
し
の
意
味
を
我
々

に
伝
え
た
。
右
手
は
、
主
が
無
限
な
る
力
を
持
つ
こ

と
、
そ
し
て
父
の
右
に
座
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。
最
初
に
上
か
ら
下
に
下
ろ
す
の

は
、
彼
が
天
か
ら
地
に
降
っ
た
た
め
で
あ
り
、
右
か

ら
左
へと
移
す
手
の
動
き
は
、
主
が
敵
を
駆
逐
し
、

無
敵
の
力
を
も
っ
て
、
左
に
い
る
悪
魔
に
勝
利
す
る

こ
と
を
象
っ
て
い
る
。
』 

  

今
日
の
よ
う
に
三
本
指
を
合
わ
せ
た
形
は
、
す

で
に
９
世
紀
頃
の
文
献
に
出
て
く
る
。
三
本
の
指
は

三
位
一
体
を
象
り
、
残
り
の
二
本
は
ハ
リ
ス
ト
ス
の

神
性
と
人
性
を
意
味
し
て
い
る
。
地
方
に
よ
っ
て
、

左
肩
か
ら
右
肩
に
移
す
形
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
で
は
、
正
教
会
で
は
右
肩
を
優
先
す
る
形
に
統

一
さ
れ
た
。 

  

『自
分
自
身
に
十
字
を
畫
く
時
、
十
字
架
の
目

的
を
思
い
な
さ
い
。
そ
し
て
怒
り
や
他
の
す
べ
て
の

激
情
を
抑
え
な
さ
い
。
自
分
自
身
に
十
字
を
畫
く

時
、
勇
気
を
あ
な
た
の
額

（頭
）
に
満
た
し
、
あ
な
た

の
霊
を
自
由
に
解
放
さ

せ
な
さ
い
。
（聖
金
口
イ

オ
ア
ン
）』 

ミ
ニ
講
話
の
要
約 
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献 

金 

報 

告 

（5
.9

.2
4

～5
.1

0
.2

3

） 

○
聖
堂
内
献
金 

七
万
一
千
五
百
四
十
五
円 

○
感
謝
献
金 

五
千
円 

小
池
神
父
、
中
新
田
正
教
会
、
高
清 

 
 
 
 

水
正
教
会
、
千
葉
恵
子
（
気
仙
沼
） 

三
千
円 

大
寺
宏
子
、
鈴
木
留
里
子
（
白
河
） 

○
聖
名
祭
感
謝
献
金 

三
千
円 

佐
藤
幾
久
子 

○
敬
老
感
謝
献
金 

五
千
円 

佐
藤
由
枝
、
佐
藤
幾
久
子
、
平
塚
郁 

 
 
 
 

子
・
裕 

三
千
円 

横
山
望 

 

○
埋
葬
献
金 

三
十
万
円 

加
藤
雄
（
フ
ィ
ワ
加
藤
敬
子
） 

 
 
 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
万
円 

八
文
字
積
子
（
納
骨
） 

五
万
円 

木
村
富
喜
子 

一
万
円 

大
立
目
謙
直
、
岡
多
喜
子 

五
千
円 

木
村
良
治
、
笹
川
晧
、
熊
谷
道
子
、 

 
 
 
 
 

八
文
字
積
子 

三
千
円 

大
立
目
潤
子
、
山
本
理
恵
子
、
山
田 

 
 
 
 

喜
美
雄
、
高
橋
嘉
彦
、
永
元
道
子 

二
千
円 

千
葉
温 

千
円 

 

飯
塚
順
子
、
小
原
淑
子
、
古
田
直 

 
 
 
 

子
、
岡
崎
雄
俊
、
岡
崎
文
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
敬
称
略 

11月聖名日 

モレーベンのご案内 

11月5日㈰聖体礼儀後 

▲ 聖大致命者アルテミィ 

 11月の聖名日モレーベンに該

当する方々の一覧です。         
▲ 聖致命女マネファ 

聖名日      聖   名   氏    名（敬称略） 

11/2 アルテミィ（アンティオキアの聖大致命者） 針生晶朗 

11/5 イヤコフ（聖使徒） 道家和夫、横山 渉、若松勝也 

11/8 ディミトリィ（フェサロニカの大致命者） 小野嘉耶、小幡楠城 

11/9 カペトリーナ（聖致命女） 早坂美穂 

11/11 アナスタシヤ（ロマの聖致命女） 大槻和恵 

11/12 ジノビヤ（キリキヤの聖致命女） 遠藤宏美 

11/14 ダミアン（メソポタミアの奇蹟者廉施者） 岡 潔、遠藤正義 

11/14 キリエナ（聖致命女） 小堀彩華 

11/20 ラザリ（ガリラヤの克肖神父） 小野寺洋 

11/24 ビクトル（ロマの聖致命者） 土田貴一郎 

11/25 イオアン（コンスタンチノープルの大主教金口） 高橋哲郎輔祭、勝又良樹 

11/26 マネファ（カッパドキヤ・ケサリヤの聖致命女） 鈴木いく子 

11/29 マトフェイ（聖使徒福音者） 針生勝通、横山毅、土田定克、

佐々木隆 



   

令
和
5
年
10
月
1
日
㈰ 

 

午
後
12
時
30
分
～
14
時 

３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

・
臨
時
公
会
9╲

28 

 

水
口
神
父
、
山
田
兄
、
木
村
兄
出
席
。
セ
ラ

フ
ィ
ム
座
下
、
首
座
主
教
「
東
京
の
大
主
教
及

び
全
日
本
の
府
主
教
」
選
立
決
議
。 

・
婦
人
会
に
よ
る
敬
老
訪
問 

9╲

13-
15 

 

12
件
訪
問
。
玄
関
先
も
し
く
は
お
部
屋
で
お 

 

話
や
お
祈
り
。
御
祝
い
品
配
布
完
了
。 

・
婦
人
会
函
館
正
教
会
訪
問 

9╲

19-

21 
 

 

詳
細
は
先
月
号
の
会
報
を
参
照
。 

・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
聖
歌
研
修
会 

9╲

23 
 

 

33
人
の
参
加
。
楽
譜
の
読
み
方
を
学
ん
だ
。 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
基
盤
取
替
工
事 

9╲

13 
 

 

工
事
は
完
了
し
て
お
ら
ず
、
後
日
、
2
回
目

の
作
業
が
行
わ
れ
る
予
定
。 

・
境
界
土
留
め
工
事
完
了 

 

 

工
事
関
係
費
用
は
一
切
カ
ジ
マ
負
担
。
ブ 

 

ロ
ッ
ク
や
フ
ェ
ン
ス
は
譲
渡
。 

・
会
計
報
告 

一
般
／
収
益 

 

教
区
分
担
金
第
一
回
目
百
万
円
納
入
。
定
額

献
金
42
％
、
臨
時
献
金
31
％
。 

 

ピ
ア
ノ
調
律
10╲

10
予
定
。 

二
、
協
議
事
項 

⑴ 

11╲

5 

七
五
三
モ
レ
ー
ベ
ン 

 

例
年
の
よ
う
に
お
菓
子
を
用
意
す
る
。 

⑵ 

降
誕
祭
に
つ
い
て 

 

祝
賀
会
を
ど
う
す
る
か
検
討
し
た
結
果
、
12 

 

月
24
日
（
日
）
聖
体
礼
儀
後
に
「
ク
リ
ス
マ 

 

ス
・
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
行
う
こ
と 

 

と
し
た
。
酒
類
は
出
さ
ず
、
食
事
も
コ
ロ
ナ 

 

禍
を
考
慮
し
て
軽
食
と
す
る
。
12
時
～ 

 

13
時
半
く
ら
い
を
予
想
。
余
興
は
可
。
企
画 

 
は
方
舟
会
、
食
事
内
容
は
婦
人
会
が
担
当
。 

⑶
首
座
主
教
着
座
「
祝
賀
会
」
出
席
に
つ
い
て 

 

10╲
22
㈰ 

聖
体
礼
儀
へ
の
参
祷
は
自
由
だ 

 

が
、
祝
賀
会
に
は
、
人
数
の
制
限
が
あ
り
、 

 

希
望
参
加
者
を
調
整
す
る
。
御
祝
い
の
花
を 

 

仙
台
教
会
と
し
て
出
す
か
ど
う
か
は
、
他
教 

 

会
と
の
兼
ね
合
い
を
見
て
決
定
す
る
。 

⑷ 

仙
台
教
会
と
し
て
の
首
座
主
教
着
座
祝
賀 

 

に
つ
い
て
は
、
日
に
ち
も
場
所
も
規
模
も
未 

 

定
だ
が
、
座
下
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
て
開 

 

催
す
る
方
向
で
検
討
を
続
け
る
。 

三
、
そ
の
他 

 

リ
メ
イ
ク
着
物
の
小
物
な
ど
を
函
館
正
教
会

の
バ
ザ
ー
に
献
納
し
た
。
ミ
ニ
バ
ザ
ー
開
催
案

も
あ
っ
た
が
、
今
年
は
行
わ
な
い
。 

 (7)               教 会 だ よ り    2023(令和5)年11月(第557号) 

消 
 

息 

・
永
眠 

十
月
五
日 

 

フ
ィ
ワ 

加
川 

敬
子 

姉
（
90
歳
） 

 
 

 

永
遠
の
記
憶
【
仙
台
正
教
会
】 

十
月
二
十
一
日 

 

マ
ル
フ
ァ 

工
藤 

ま
さ
み
姉
（
85
歳
） 

 
 

 

永
遠
の
記
憶
【
中
新
田
正
教
会
】 



 

3
日 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
誦
経
奉
仕
者
研
修
会 

於
：金
成 

4
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
5
調
（
17
時
） 

5
日
㈰ 

第
22
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ
6:

11-

18 
 
 
 
 

 
 

福
音 

ル
カ
16:

19-

31 

 

※ 

七
五
三
・聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 

 
 

定
例
執
事
会 

11
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
6
調
（
17
時
）   

12
日
㈰ 

第
23
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

エ
フ
ェ
ス
2:

4-

10 

 
 

福
音 

ル
カ
8:

26-

39 

 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 

◇
ミ
ニ
講
話 

／
婦
人
会
・方
舟
会 

 

12
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

 

18
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
7
調 

 

19
日
㈰ 

第
24
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 

書
札 

エ
フ
ェ
ス
2:

14-

22 

 

福
音 

ル
カ
8:

41-

56 

 
 

 

※ 

こ
の
日
は
代
式
祈
祷
と
な
り
ま
す
。
聖
体
礼
儀
は 

 
 

 
 

 
 

行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

18-

19
日 

水
口
神
父
白
河
出
張 

   

18
日
㈯ 

18
時 

主
日
徹
夜
祷 

 
 

 

 
  

19
日
㈰ 

10
時 

主
日
聖
体
礼
儀 

 

23
日 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
聖
歌
研
修
会 

於
：盛
岡 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

25
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
8
調 

26
日
㈰ 

第
25
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 

書
札 

エ
フ
ェ
ス
4:

1-

6 

 

福
音 

ル
カ
10:

25-

37 

     

※ 

こ
の
日
は
代
式
祈
祷
と
な
り
ま
す
。
聖
体
礼
儀
は 

 
 

 
 

 
 

行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
  

 
◆ 

聖
堂
清
掃
奉
仕
の
日  

  

25-
26
日 

水
口
神
父
中
新
田
出
張 

   

25
日
㈯ 
16
時 

勉
強
会
／
17
時 

晩
祷 

 
 

 
  

26
日
㈰ 

10
時 
主
日
聖
体
礼
儀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

28
日
㈫
～
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
斎
の
始
ま
り 
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11
月
行
事
・

奉
事
予
定 

11月の予定 

【七五三・聖名祭感謝祈祷】→5㈰ 

【月例パニヒダ】→12㈰ 

【ミニ講話／婦人会・方舟会】→12㈰ 

【聖歌隊練習日】→毎日曜（随時変更あり） 

【聖堂清掃奉仕】→26㈰ 

【教会学校】→随時 

【伝道会 18時】8㈬、15㈬、22㈬ 、29㈬ 

                  1㈬は都合によりお休み 

七五三感謝祈祷  
    七五三の年齢に関係なく 

     ご参加ください。 

日時：１１月5日（日） 

 主日聖体礼儀後 

（聖名日モレーベンと併せて行われます） 

教会よりプレゼントを用意してい
ます。ぜひご参祷ください。 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なく申し出ください。 


